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はじめに 
 

 

大震災発生から、一年になりましたが、被害の甚大さを顧みて、犠牲となられた方々に

哀悼の意を表しますとともに、住宅の流出、損害等大きな被害を受けられた皆様に対し、

心からお見舞いを申し上げるものであります。 

  

この震災に対しては、発生当初より、地区あげて支援活動に取り組むとともに、全国に

わたる多くの個人及び団体の皆様方のご支援とご協力を賜り、これまで対応してまいりま

した。 

 その取り組みの中で、仮設住宅等入居までの緊急対応の次に、この重大な事態に遭遇し

た私たち振興会が急いで考えなければならないのは、この大沢区の復興であります。 

 そして、一時この大沢を離れての生活を余儀なくされた皆さんを、“早く迎え、一緒に安

心して暮らせる大沢”を取り戻すことが、何よりも大事と考え「津谷大沢区震災復興会議」

を立ち上げ、『復興計画』の策定を進めてまいりました。 

  

 振興会役員及び会員の皆様の中から、また、ＮＰＯ等支援団体の方々からも「津谷大沢

区震災復興会議」に入っていただき、グラウンドワーク寒河江の佐藤順一さん、まちづく

り山形の村中秀郎さんたちからご助力をいただき、『復興計画』の素案をまとめあげること

ができました。 

 私たちは、自律的なまちづくりにこそ、私たちの想いを形にしていく力になると信じ、

じっくりだがスピード感をもって取り組みました。 

 「津谷大沢区震災復興会議」の皆さん、ここに感謝の気持ちを表します。 

 

 『復興計画』の素案は、みなさんの想いを統合し共有し、意思と力になるものです。 

気仙沼市に提出し、復興事業の位置づけなどに役立てていただこうと思っています。 

 

 

 平成２４年３月 

津谷大沢区振興会 会長 三浦 広文 
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第１章 計画策定にあたって 

１－１ 津谷大沢区の被災状況および被災後の動き 

被災状況は以下の表に示すように、住まいや産業基盤、交通基盤などに大きな被害を受

けました。 

また、唯一のコミュニティ施設である大沢生活改善センターが流出し、コミュニティだ

けでなく復興に向けて話し合う場がなくなったことは、私たちにとって大きな痛手でした。 

これらの一早くの復旧とともに復興に向けて動き出すことが大沢区に求められています。 

○ 人的被害 死者 １名 

○ 被災家屋 ３８世帯 （全壊１６世帯、大規模半壊２世帯、半壊５世帯、一部破損１５世帯） 

○ 浸水面積 １５ha  

○ 産業基盤 被害漁船：流失４５隻、損壊１４隻（登録漁船５９隻） 

船引揚機全部流失損壊 

被害養殖いかだ：わかめ４４台、ほや１４台 

被災漁港：大沢漁港（船揚場・物揚場が沈下及び損壊） 

被災農地：田２．６ha、畑２．４ha  

被災農業施設：揚水ポンプ場２ヶ所（３台） 

被災農機具：トラクター５台 

      その他耕耘機、ハーベスター、田植機等（数台） 

農地海岸：法面崩落が全体に亘っている 

      離岸堤（ブロック）全体に崩落、沈下 

工場：１ヶ所損壊（山証新、旧工場損壊） 

○ ライフライン  電気：４月１５日に津谷長根・大沢の一部区域が通電、５月３０日までには津波

等で甚大な被害を受けた地域や、不在等により屋内配線の安全が確認出来

ず送電を保留している方を除き、電力が復旧。 

電話：３月中に４２局の一部区域は通話可能となった。 

    大沢地区内の全域通話可能は７月２７日可。 

水道：６月８日に大沢の一部区域で通水、６月１４日までにはほとんどの世帯に

通水。 

○ 教育文化 史跡：不動尊流失、磐午碑流失、琴平石祠流失、弁財天石祠流失 

○ 地域コミュニティ施設 大沢生活改善センター流失 

○ 交通基盤 鉄道ＪＲ気仙沼線不通 

国道４５号大沢橋付近一部決壊 

市道（大沢漁港入口道）２ヶ所 Ｌ＝１００ｍ、Ｗ＝４ｍ決壊 

大沢橋 Ｌ＝１６ｍ、Ｗ＝４ｍ崩落 

○ 河川  大沢川下流部両岸一部決壊 

○ 消防施設 大沢消防屯所流失、小型動力ポンプ付積載車１台流失 
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２１世帯７２人の方々が津波で家屋の流出・損壊を受けました。 

 以下の図で見るように、おおむね２０ｍの高さまで浸水したと思われます。また、大沢

川を津波が遡上したことも見てとれます。 

 安全安心なまちには、２０ｍまでの高さまでを考慮しなければならないと考えますが、

防災・減災の考えに沿って安全安心なまちの形成を考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

次ページに３月１１日後の写真を載せます。 

東側エリアとは、大沢漁港から東側のことで、西側エリアは西側となります。 

大沢川の決壊や大沢橋の崩落、JR 気仙沼線と道路の決壊などといった基盤施設の破壊の

他、家屋の流出や仕事の場の損失、崖地の崩落などが見てとれます。 

 

 

 

 

市営大沢住宅 

 

国道４５号 

 

（有）山証 

 

大沢川 

 
大沢橋 

 

JR 気仙沼線 

 

小金沢駅 

 

農地海岸 

ケアハウスソレイユの丘 

 

大沢生活改善センター 

 

大沢漁港 
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東側エリア 

 

西側エリア 

 

ケアハウスソレイユの丘からの写真 
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津波の高さは当地域が最大規模と予想され、いつか最大規模の津波がくると言われてい

ましたが、３月１１日、１４：４６に未曽有の津波が押し寄せました。 

私たちは、３月１１日、１４：４６後、以下に示すように一早く対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 私たちは、自分たちができることを基本に身の丈で取り組んできましたが、多くの方々

の支援が後押ししてくれました。 

 この３カ月の活動で、はっきりと復興が大事であることを意識し、復興まちづくりに向

けて取り組むこととしました。 

 

① 訓練していたが実際は動けない＝ 津波の高さ 6m？に油断と勝手な判断 

 

② 避難所が流される   21 世帯 72人が高台に   大きな恐怖と深い悲しみ 

 

「大沢に戻りたい」に応える、必ず戻ってもらうために「再生大沢」の建設を２年間での強い想

いを抱く 

 

③ 津谷大沢区振興会（１４０世帯・４００人）が動く  

３km 先の避難所「本吉町公民館」よりも幸い被災を免れた世帯が多い   

民泊方式の避難所   ２５の民家でスタート   他地域から避難転入を含め４９

世帯１３８人震災前に近い生活を 

 

⑤ 熊谷牛乳店駐車場に「津谷大沢区災害対策本部」を設置・市に届出 

 

⑥ 被災者の食事・灯り、要介護世帯・老人世帯の暖房対策   

衣類・日用品の確保、通院等対策 

 

⑦ 団体・個人で約１００か所から支援   情報伝達・物資配布のため１日２回集会   

被災者自身の輪番制   計画的配布・全配布  

⑧ 地区全体で罹災証明・仮設住宅入居申請の手続き 

⑨ 第２次避難・仮設住宅入居見通しを確認し３ヶ月間の「災害対策本部」を解散 
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１－２ 津谷大沢区の復興まちづくりについて 

復興まちづくりの大きな流れは以下の通りですが、「気仙沼市震災復興計画」を踏まえ、

みなさんの想いを計画としてまとめ、行政計画への位置づけや私たち自身が行うべき事業

などを実践する中で、計画を検証・評価・見直しをしながら進めていくこととします。 

 また、私たちの取り組みが風化しないように、後世に真実として伝えられように記録な

どをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんの想い 

 

復興計画 

 

モニタリング 

 

復興目標 

計画の柱 

 

具体的な姿・形  

実現手法・手順など  

 

計画を実行し、モニターし

計画を見直す  

  

 

市計画の

どこを大

事にする

のか  

 

市などの 

関係機関 

との協議 

・調整 

 

ワークショ

ップ 

 

復興ソフト事業などの展開 

 

復興記録・継承 

 

気仙沼市震

災復興計画 

 

 

津谷大沢区

震災復興会

議による震災

復興計画の

策定 

 

行政計画  

の位置づけ  

市民計画の

位置づけ 

 

事業計画  

（実施プラン

など） 

 

復興まちづく

り事業の実施 

復興まちづく

り事業の進行

管理 
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１－３ 津谷大沢区の復興計画づくりについて 

 復興まちづくりを進めるにあたって大事なことは、心のよりどころとなり想いを形に表

現していく復興計画があることと、大沢区全体で共通認識されていることと考えます。 

 復興計画づくりは、以下に示す流れでじっくりとスピード感をもって取り組みました。 

 みなさんの想いをいち早く事業として見えるようにすることと、参画・参加意識の醸成

などにこころがけて進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災復興

会議の立

ち上げ 

 

復興まちづ

くりのテー

マ・目標・

計画の柱 

 

震災復興

計画の取

りまとめ 

 

復興のた

めの取り組

み事業 

 

事業検討・

実施活動・

協働へ 

 

大沢区 

振興会 

による 

計画承認 

 

市に提出 

 

支援体制とネットワーク化へ 

 

○既定計画（これまでの想い）  

○歴史・文化、地域性（強み・弱み）  

○意向調査（これからの想い）  

大沢区民の創意形成を目指して  

 

相談窓口 

 

まち・コミュニティの再生に向けた具体的取

り組みへ 

 

取り組み体制の強化 
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復興計画がまとまるまでのこれまでの主な流れは以下の通りです。 

大沢生活改善センターが流出し、コミュニティだけでなく復興に向けて話し合う場がな

くなりましたが、NPO 法人グラウンドワーク寒河江さんたちの支援でボランティア活動拠

点としてや話し合う場ができ、復興計画づくりをスタートさせることができました。 

ワークショップによる計画づくりだけでなく、コミュニティの再生や元気になるための

イベントも開催しました。 

 次ページ以降に、その様子を載せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１日復興会議委員へのアンケート及び１１月１１日被災者・全世帯へのアンケート実施 

 

復興まちづくりの拠点完成 

 

聞き取り調査 

 

津谷大沢区震災復興計画策定準備会議 

第１回津谷大沢区震災復興会議 

 

第４回津谷大沢区震災復興会議 

 

打ち合わせ及び震災復興イベント 

 

第５回津谷大沢区震災復興会議 

 

津谷大沢区振興会役員会 

 

第２回津谷大沢区震災復興会議 

 

震災復興イベント 

 

第３回津谷大沢区震災復興会議 

 

農水省「食と地域の絆づくり被災地緊急支援事業」１月１９日採択決定（３５５万円） 

 

９・４   開所式 

 

２・２４  ２．２６震災復興計画報告会の最終確認  

 

１０・２２ 震災復興計画策定に向けた組織づくり 

 

１・２９  復興計画のたたき台の確認 

 

１０・３０ 被災状況の確認・計画策定について 

 

１１・１２ 計画策定の進め方について 

 

１１・２７ アンケート調査結果 

・復興計画ワークショップ 

 １２・４  『がんばっぺな大沢！望念会』  

 

１２・１７ 復興計画ワークショップ 

 

１・２１  復興計画のたたき台の検討 

 

３・２４  震災復興計画書の検討 

 

２・４   報告会準備と雛人形づくり交流会  

 

２・２１～２２   ７８名実施  

 

津谷大沢区振興会役員会 

 

津谷大沢区振興会臨時総会 

 

第６回津谷大沢区震災復興会議 

 

２・２６  震災復興計画報告会 
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ボランティアとの交流 

 

ワークショップの様子 

 

震災復興会議の様子 

 

 

振興会会議の様子 

 

復興まちづくりの拠点開所式 

 

３グループに分かれての話し合い 

 

グループに分かれての話し合いでは、様々

な意見が生まれ、グループことに発表する

ことで意見の共有化を図りました 
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『がんばっぺな大沢！望念会』の様子 気持ちがひとつになりました 

塩たき・鮭の燻製小屋 

 

鮭の燻製料理 

 

地域の凸凹一座による踊り 

 

寒河江市から応援 

 

塩たき 

 

塩たきの塩で塩むすび 

 

みんなで一つの輪になって大沢音頭・『がんばっぺな』と万歳 

 

鮭の燻製 

 

スタッフ一同 
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１－４ 考慮すべき計画などについて 

復興計画づくりには、これまでのみなさんの想いの継承が大事と考えます。 

平成２０年３月にみなさんが話し合った地域振興計画（２００８～２０１７）、ここで策

定された内容はさらに強めるのか、長期的に考えるのか、整理すべきと考えました。 

地域振興計画で求めたものは、“海の青さと緑の大地、躍進つづける浜地域”、開発と自然

の調和した新しい集落づくりを目指し、地域の連帯性を深め、住みよい地域づくり、この

ことはこれからも安全安心を加えて、重要と考えます。 

地域計画の中で、これからも考えるべきものを整理すると、以下のようになります。 

 

□ 快適で豊かな生活基盤－自然環境の保全・活用、安全性の確保、企業誘致・就業の場の拡大、

宅地開発の推進  

□ 定住化－コミュニティ施設などの整備  

□ 農業・漁業の基幹産業としての振興－農業は生活の基盤・採る漁業からつくり育てる漁業・  

                    大沢漁港の船揚場の整備・土台磯港入口～大沢港まで

の道路整備  

□ 観光と産業振興の両立－地域貢献型の工場等誘致・ホテル誘致・受け入れ施設整備  

□ 地震・津波に対する強化－耐震診断・耐震補強、自主防災意識の醸成  

□ 居住空間の整備－住宅とマイカーの増加による道路整備・処理環境の改善・公園緑地の整備  

□ コミュニティ活動の継続と充実－コミュニティサービスへの支援強化・少子化対策・青少年

の健全育成・世代間交流・地域交流・大沢生活改善センタ

ーの新築または増改築・避難場所としての大沢漁村広場の

整備拡張  

□ 自然環境保全・景観整備－観光開発・玉石海岸の観光資源化・歴史ある東浜街道の保全整備  

□ 伝統文化の継承・発展－伝統芸能・祭り・風習などの保護保存・文化財の保護継承  

 

 

 地震・津波に対する強化は根本的に見直し、確固たるものにしなければならないですが、

併せて安全安心をベースに生活基盤や居住空間、産業、コミュニティ、環境、文化など、

どれ一つ欠けることなく考慮していかなければならないと考えます。 
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１－５ 意向調査について 

被災者・全世帯へのアンケートや聞き取り調査でみなさんの想いを拾い上げていくこと

としました。主な結果を以下に示します。 

対象者：被災者 17 世帯 （うち仮設住宅入居者 12 世帯)  大沢区 81 世帯  

実施日：平成 23 年 11 月 11 日～11 月 18 日  
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15 
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多くの方々からご意見・提案をいただきました。 

主なものを紹介します。 

 

○ 自分たちの生活の場を確実にする・先ず私たちの復興・土地のかさ上げなどにより安心して

暮らせるよう に・家を建てたい  

○ 漁港の早期整備・漁業の再開・被災農地には河川の改修が必要  

○ ４５号・鉄道などの今後のルート及び方針等の早い提示 

○ １日も早く元の生活に戻る・被災者の方々が安全安心に過ごせるような地域を目指す  

○ 道路（大沢橋）・鉄道の早期復旧・市営大沢住宅の修繕  

○ 漁港の早期復旧・大沢漁港のかさ上げ・船揚場の整備  

○ 高台に避難所・集会所の整備  

○ お不動様などの史跡の復元・慰霊碑の建立・津波到達地点の表示  

○ 被災地の利用については３０～５０年先を見据えて・以前の大沢以上の地域に復旧・復興  

○ 震災前と同じようにつながりの強いコミュニティ・年間を通したイベント・支え合う地域住

民に  

○ 少子高齢化が進んでおり、若い世代の家族が増えバランスが良い年齢構成になるよう出会い

の場をつくるなどが必要 

○ 大沢区全体の意見交換・仮設入居者を招いてお茶のみ会の開催・真意を聞くアンケートまた

は聞き取り 

○ 大沢河口への堤防の設置・国道４５号のかさ上げ・旧道のかさ上げ・漁港に通じるガードを

通行止めとし、新たな道路の新設・ドライブインから漁港に通じる河川擁壁のかさ上げ  

○ JR 気仙沼線の線路のかさ上げまたはルート変更  

○ 被害状況の標識建立 

○ 船揚場の新設  

○ 漁業の共同化  

○ 防波堤内側を仕切ってウ二の蓄養・ナマコの養殖 

 

 これらのご意見・提案は、計画に反映することとしました。 
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 聞き取り調査から、以下のようなことがわかりました。 

 実施数：７８名 

 実施日：２月２１日～２２日 

 

１ 地震の時の居場所と行動 

○自宅、職場 約半々など、それぞれ各人で多様。 

○揺れ、長いと感じた。逃げた、隠れた恐れ、唖然、落ち着いていた人も。 

○最初は危険防止で家の外での何日間かの生活した人も多い。 

○津波を直接見なかった人も多いが、地震・津波の目撃・体験も多様、自分が流された体験等 

も・・。当時の記憶がない住民も何人か存在。一度帰った人も。 

○学校は子どもを留めていた・・、何日かは車で生活。   

 

２ 連絡 

○直接歩いて等多い。 

○携帯は最初のみ少し通じたが、後は通じない。電波が通じるところまで何日か探して通信。

○警報鳴った、うまく聞こえなかった。公民館、広場等で確認。毎日の午前午後の情報提供が 

役立った。 

○自分で連絡をとらないと実家では死んだ者とされていた。 

 

３ 震災後 

  ○食料・数日おむすび１日１つ 

○買い物・交通困難、備蓄のある人ない人で多様な対応。 

○電気/1 ヵ月後から 6 ヵ月後まで多様、ロウソク役だった。 

○電話も不通で回復は多様。  

○プロパンガスは利用できた、灯油・ガソリン不足・配給制限有り、トイレ困った。 

  ○水道・水／1 ヵ月後から 6 ヵ月後・・ 飲み水・配布(制限)・自衛隊、洗濯・川・井戸 

  ○民泊、団結していた（必ずしも小数有り） 

○支援多様・感謝、厳しい状況の人へ配慮。 

  ○ストレス・不眠・病気・・・、津波の話しは思い出したくない人も。 盗難。 

  ○とにかく生きていくのに精一杯。実家では気疲れ。 

○三浦会長・梅男さん・自衛隊に感謝。 

 

４ 大事なこと 

  ○「てんでんこ」、直ぐに高いところにが多数、自分は自分で守る、 普段からのつながり。 

○取りに・見に戻らない、地震なら津波が来ると意識 

○個人備蓄、用心しておく、食料、水・井戸の利用，電気・発電機・ろうそく、火は消して、

○避難所・高いところに、逃げる道・場所の確認、多様な防御 

○後世に伝える、風化させない。 
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５ まちづくり等 

  ○出た人は戻ってきて、大沢に住みたい 

○団結して、交流を深める、ストレス解消を。 

  ○話し合い、行政対応は遅いのでこちらから要望を 

○地域活性化を、先を見据えた支援を。 

  ○雇用・水産業・港の復興、若者だけでなく高齢者にも働く場を 

○スピード感、出来ることから、情報が得られないと恐怖につながるので確実に情報提供を。

○重要施設は高台へ。 

○警報がうまく届かないところへの工夫を、防波堤を、安全な場所の周知、避難所の創設。 

  ○家がない人を今後どうするか(家を建てたい)、仮設の方の見通しを何とかしたい。 

  ○全国、世界の皆さんに支援してもらったから立派に復興を成し遂げたい。 
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１－６ 気仙沼市震災復興計画について 

 「気仙沼市震災復興計画」の特に踏まえる内容は、以下の通りです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 史上最大の犠牲者・・・「二度と繰り返さないこの悲劇」 

２ 自然に対する畏怖、畏敬の念・・・「自然と調和する都市構造と市民生活」 

３ 人々の経済的困窮・・・「市民の経済的安定と産業の再生」 

４ 産業基盤の壊滅的打撃・・・「生産性向上、構造改革の契機」 

５ 人々の優しさ、頑張り・・・「家族愛、他者への愛、愛の溢れるまちづくり」 

本市震災復興の基本理念 

本市震災復興の目標 
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計画の柱と取組方向 
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防災・減災の基本的考え方 

○ 防災施設の整備 

○ 津波防災の観点からのまちづくりの推進 

○ 防災体制の充実 
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防災・減災に対応した居住エリア・産業エリアの配置方針 

気仙沼市計画堤防高概略図（宮城県作成） 
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漁村・集落復興の基本的な考え方 
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津谷・小泉地区構想 
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第２章 津谷大沢区復興のテーマと目標、計画の柱 

２－１ 震災復興計画への想い 

私たちは一日でも早く仮設住宅の方々を受け入れるために、安全安心な住まいとまちを、

仕事の場を、自然とコミュニティの回復を考えました。 

その中で、住まいと安全安心なまちをつくりだすことが第一と考えます。 

また、豊かな復興を目指して、海の幸・里の幸と自然にあふれていたことを思い起こし、

海と里と共に生きる人と自然の関係が保たれた生活空間や生業を取り戻すことや、少子高

齢化や年齢構成などを踏まえながらも、将来に希望が持てて持続する社会となるよう、仕

事の継承や世代がつながる状況を創り出していきます。 

大沢区を一つの生活・生業圏として再生・強化を目指しますが、私たちが定める復興計

画は以下のような性格を持っています。 

 

○ 私たちは仮設住宅の方々のこころにふれあいながら定めた計画です  

○ この計画は、私たちが一丸となって取り組むよりどころとなるものです  

○ 私たちが復興する内容をわかりやすく示し、復興の歩みを明らかにします  

○ 私たちは気仙沼市、宮城県、国などと調整を図りながら進めていきます  

○ 私たちは計画を実践・検証する中で、計画を見つめ直しながら進めていきます 

 

私たちが目指す目標の達成時期は、平成２４年度から平成３２年度までの９年以内を目

安とし、 平成２４年度から平成２６年度の３年間に集中して取り組みます。 

 

 

平成 24

年度 

平成 25

年度 

平成 26

年度 

平成 27

年度 

平成 28

年度 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

平成 31

年度 

平成 32

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集中期間 平成３２年度にこだわらず早くの達成を目指します 
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２－２ 震災復興テーマと目標、計画の柱 

 私たちは、これまでもこれからも自然とともにあります。 

 復興にあたっては、自然と向き合い、自然を大切にしながら生活や産業などに活かし、

再起と躍進を目指します。 

 誰もが安全安心して暮らせることや、若者から高齢者までみんなが一緒に働き続けられ、

これまで培ってきた文化やコミュニティを断ち切らず継承できるような大沢にします。 

 また、生業と暮らしを一体的に捉え、里と海の相互連携を大事にすることや、一人ひと

りの気持ちやニーズに応え、いち早くみんなが元の生活に戻りより暮らしやすくすること

なども踏まえました。 

 震災復興テーマと目標、計画の柱は以下に示す通りです。 

 目標や計画の柱は、どれ一つ欠けることなく重なり合ってお互いが良い方向になるよう

にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青い海と緑の大地、 

再起し躍進する大沢 
 

目標１ 

乳幼児から高齢者まで安

全で安心して暮らせる家

とまち 

 

目標２ 

地域資源を活かし希望を

持って働ける安定した仕

事の場 

 

目標３ 

自然と文化に誇りを持ち

助け合って過ごすコミュニ

ティ 

 

計画の柱１ 

全ての住民が穏

やかに暮らせる

防災力の高い地

域づくり  

 

計画の柱２ 

利便性が増し、

いつまでも住み

続けたくなるまち

づくり  

 

計画の柱３ 

働く場の復活再

生とこの地なら

ではの新しい仕

事づくり  

 

計画の柱４ 

自然環境と伝統

文化に誇りを持

てるふるさとづく

り  

 

計画の柱５ 

みんなが支え合

いやさしさに包ま

れたコミュニティ

づくり  
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第３章 津谷大沢区復興実現のための取り組み事業 

３－１ ワークショップでの意見 

 アンケートの結果などを踏まえて話し合ったワークショップでの意見をまとめたものを

以下の意見集約図に示します。 

 ワークショップでは、震災復興テーマと目標、計画の柱との整合が取れるように、また、

「気仙沼市震災復興計画」の漁村・集落復興の基本的考え方や地区構想などを踏まえ、一

つひとつ、必要性などをチェックしながらまとめました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

赤字：目標１ 乳幼児から高齢者まで安全で安心して暮らせる家とまちに関わる意見です 

青字：目標２ 地域資源を活かし希望を持って働ける安定した仕事の場に関わる意見です 

緑字：目標３ 自然と文化に誇りを持ち助け合って過ごすコミュニティに関わる意見です 

 

意見集約図 
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３－２ 復興図 

意見集約図などをもとに復興図を作成しました。 

目標を達成するに必要とされる取り組み事業を計画の柱との整合を取りながら、安全安

心をベースに、住まいや生活基盤、仕事の場、環境とコミュニティの面から整理しました。 

地形などを考慮した安全安心はもちろんですが、住まいの確保においては利便性の向上

を、漁場・農地の再生と浸水被害地についてはそのまま元に戻すのではなく、活用が広が

るよう、場所性などを活かして利用する方向で考えました。 

 また、自然との共生を目指し、多世代が一緒になって過ごせる環境づくりに心がけまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興図 
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３－３ 取り組み事業 

計画の柱ごとに、私たちが求めていることを整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の柱１ 

全ての住民

が穏やかに

暮らせる防

災力の高い

地域づくり  

 

○大沢橋の復旧  

○国道４５号の嵩上げ  

○市道（旧道）の嵩上げ 

○ＪＲ気仙沼線の嵩上げと復旧  

 
○農地海岸の護岸嵩上げと新設  

○ソレイユの崖の整備  

 
○馬場前の護岸・堤防の設置  

 

計画の柱 取り組み事業 取り組みの留意点 

○大沢川の開門式の水門  

○大沢川の修復・堤防の設置  

 
○嵩上げした道路へのアクセス整備 

 
○避難看板の設置  

○津波到達点への側点表示  

 
○防災施設の完備 

 

安全安心なまちには必要です  

□津波シミュレーションが求めら

れます  

□景観への配慮や複合的な対応、そ

れぞれの整備レベルの検討など

が求められます 

 

防災意識づくりと合わせて取り

組むことが必要です  

□周知と確実な情報提供が求めら

れます 

計画の柱２ 

利便性が増

し、いつま

でも住み続

けたくなる

まちづくり  

 

○移住住宅地 

 

○住宅用地の整備と公営住宅増設 

 

○市営大沢住宅の修繕  

 
○被災個人住宅の修繕  

 
○土地の嵩上げ 

 
○町道久喜住宅線の開設  

 ○二軒茶屋前町道拡幅（６ｍ） 

 
○避難路を中心に照明灯の設置 

 
○バス交通の改善（気仙沼線復旧まででも） 

 
防災集団移転促進事業については検討中です  

 

一日も早くみんながそろって暮

らせるにはいち早い確保が必要

です  

□土地などの条件調査が必要です

□デザイン的配慮や環境との調和、 

 コ ミュニティの融和・育成、ス

マートホー ムの追求などが求め

られます 

安全安心な住まいにすることが

必要です  

 

利便性の向上だけでなく避難ル

ートの確保など、安全安心なま

ちには必要です 

□避難ルートは災害時に避難に支

障がないことが求められます。 



33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の柱３ 

働く場の復

活再生とこ

の地ならで

はの新しい

仕事づくり  

 

○防波堤の嵩上げと拡大 

 
○漁港施設の

嵩 上げ  

 

○漁港集荷所・荷揚場の

整備・クレーン  

○船揚げ場の整備  

○船揚げ場への道路整備  

○直売所開設  

○番屋建設  

○照明灯の設置  

○駐車場整備  

○漁場の再生  

 
○蓄養エリアとナマコの養殖  

 
○陸上養殖施設 

 
○塩炊き・鮭の燻製（加工品開発）  

 
○施設園芸地 

 
○漁・農業の協同化と高齢化からの脱却  

 

取り組み事業 

○サーファーなどの観光施設 

 

若者も高齢者も、多世代のみん

なが一緒になって働けるには新

たな産業を含めて資源を活かし

た身の丈の漁業・農業の再生が

必要です  

□事業の可能性や実現性、持続性な

どの検討が求められます  

□つくり育てる地域産業にするこ

とが求められます  

□ブランド化など戦略性が求めら

れます  

□連携や担い手育成が求められま  

 す 

計画の柱 取り組みの留意点 

計画の柱４ 

自然環境と

伝統文化に

誇りを持て

るふるさと

づくり  

 

○沿岸松林の再生 

○古井戸の保存  

 

○公園の

整備 

 

○海の子公園 

 
○はらっぱ公園とこども農園 

 
○慰霊碑公園  

 
○不動明王公園 

 
○ 見晴らし丘建設と遊歩道整備 

 
○ 桜並木（植栽と堤防としての機能） 

○ 四季フラワーロード 

 

○ 伝統芸能の継承・文化財の復元 

風景を取り戻すことは必要です 

 
風景の一つとしてだけでなく貴

重な水資源として保存が必要で

す 

 
自然との関わりを取り戻し、コ

ミュニティや防災意識づくりに

つながることが必要です 

 

協力できる状況が必要です  

 
新たな風景の創出も必要です  

□地域で創出し、守り育てていく取

り組みが求められます 

 
文化の継承は必要です 

 

○後継者の育成 
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計画の柱 取り組み事業 取り組みの留意点 

計画の柱５ 

みんなが支

え合いやさ

しさに包ま

れたコミュ

ニティづく

り  

 

○ 防災倉庫併設集会所施設と健康広場 

 
○ 災害時での協力体制の確立  

○ 子供でも分かる防災マップの作成  

 
○ 避難訓練の実施（消防・防災訓練） 

 
○ 塩たき・鮭の燻製の体験学習 

 
○ 震災・復興記録 

 
○ 大沢復興音頭の制作 

 
○ 年間を通したイベント  

 

コミュニティだけでなく、防災

と防災意識づくりに必要です 

□ 防災意識を持続、継承する取り 

組みが求められます 

仕事づくりにも必要です 

 
コミュニティの再生などに必要

です 

 

○ 子供層が増えバランスが良い年齢構成 
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復興計画づくりだけでなく復興への様々な取り組みを行いました。 

○ ２月２１日～２２日、聞き取り調査を行いました 。 

復興計画への反映 

○ 震災前、震災から復興へのあゆみを記録します 。 

   航空写真の整理・測量の実施（２月２０日～２９日）・被災地図の作成など 

○ 仮設住宅の周りなどに花などをみんなで植栽しました 。 

   プランター・種苗・手作りの東屋・集会所用手作り机など 

○ 塩たきの復活と活用手法についてみんなで話し合いました。  

   塩たき釜の仮設上屋組み立て・塩たき釜の試作など 

○ 地域資源を活用した農水産物加工品の開発に向けて動き出しました。  

   地域資源の過去と現在の把握・現地調査・ドリームプランの作成・ 農水産物加工品開発プ

ロジェクト施設整備計画の作成など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りの東屋 

塩たき釜・鮭に燻製の仮設上屋組み立て 

塩たき釜の試作 

http://www.exblog.jp/blog_logo.asp?slt=1&imgsrc=201203/06/81/a0240481_11484535.jpg
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第４章 これからについて 

４－１ これからについて 

 

気仙沼市にすみやかに行政計画への位置づけと事業への組み込みをお願いします。 

津谷大沢区の復興のまちづくり、私たちが主体となって取り組んでいきますが、行政と

一緒が基本と考えます。  

 それは、お互いに補いながらいち早く復興のための良いまちづくりを進めるためです。  

また、事業はハードとソフトとなりますが、一体的に進める必要があります。  

 ハード事業の多くは市が行います。  

 ソフト事業は地域住民が主体と考えます。  

一体的になるには一緒になって進めることが求められます。  

私たちは、市と二人三脚で復興のまちづくりを目指します。 

 

 みなさん、これからも津谷大沢区振興会は一丸となって復興に邁進しますので、一緒に

なって進めていきましょう。 
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